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厳
寒
と
酷
暑
の
戦
地
を
生
き
た

満洲＆パラオ 兵士の軌跡

暑

逆
井
の
Ｔ
さ
ん
（
95
歳
）は
、
昭
和
10
年
に
召
集
さ
れ
、
厳
寒
の
満

洲
に
丸
３
年
い
た
。
衛
生
兵
で
あ
る
。
除
隊
し
て
２
年
後
の
昭
和
16
年
７
月

23
日
に
再
び
赤
紙
が
来
る
。
見
合
い
結
婚
を
し
て
２
か
月
半
、
ま
だ
、
新
妻

の
顔
も
ま
と
も
に
見
て
お
ら
ず
、
「つ
ら
か
っ
た
」と
、
ぽ
つ
り
言
う
。

そ
れ
か
ら
赤
道
直
下
の
パ
ラ
オ
を
入
れ
て
４
年
半
、
昭
和
20
年
の
12
月
31

日
、
大
晦
日
の
夜
、
夢
に
見
た
逆
井
の
家
の
戸
を
開
け
た
。
祖
母
が
い
た
、
父

母
が
い
た
、
妹
が
い
た
、
2
か
月
半
の
妻
は
、
土
間
で
縄
を
な
っ
て
い
た
。

４
年
半
は
こ
う
な
る
。
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
す
る
昭
和
16
年
の
７
月
、
東

部
12
連
隊
に
入
隊
、
２
年
間
は
ハ
ル
ピ
ン
で
過
ぎ
た
。
す
で
に
兵
長
に
な
っ
て

い
た
。
18
年
に
な
っ
て
、
横
須
賀
か
ら
、
日
本
の
委
任
統
治
だ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
諸
島
の
パ
ラ
オ
へ。
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
が
出
没
す
る
中
の
不
穏
な
出
航
。

そ
の
潜
水
艦
に
爆
薬
を
投
げ
込
む
。
輸
送
船
も
大
揺
れ
に
揺
れ
た
。

昭
和
18
年
３
月
、
ま
だ
空
襲
は
な
か
っ
た
。
9
月
に
な
っ
て
艦
載
機
の
機
銃

掃
射
が
始
ま
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
は
涼
し
い
。
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
日
々
。
無
差

別
の
爆
弾
も
落
ち
る
。
手
も
足
も
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
兵
た
ち
の
看
護
で
忙
し

い
。
奥
に
司
令
官
た
ち
の
要
塞
が
あ
っ
た
。
岩
石
に
囲
ま
れ
、
爆
弾
に
も
平

然
と
し
て
い
た
。
20
年
の
８
月
22
日
、
空
襲
が
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

昭和20年、大晦日の復員

↑ 除隊記念に、さかずきを作り手ぬぐいを添えて村中に配る風習があった。
その数の多さに驚く → 勲七等瑞宝章。昭和40年ごろ市役所から届いた

寒

Ｔ
さ
ん
の
戦
歴
は
戻
っ
て
、
話

は
昭
和
10
年
に
な
る
。
徴
兵
検
査
は

甲
種
合
格
、
同
年
９
月
に
は
召
集
令

が
来
る
。
11
年
２
月
28
日
、
東
京
駅
集

合
、
広
島
駅
ま
で
軍
用
列
車
。
宇
品

港
か
ら
大
連
港
へ
。
大
連
か
ら
満
鉄
、

窓
は
凍
っ
て
い
て
見
え
ず
、
３
昼
夜
を

走
る
。
零
下
20-

30
度
の
北
安
鎮
に
。

３
月
の
厳
寒
、
兵
舎
に
は
ペ
チ
カ
が

燃
え
て
い
る
が
、
歩
哨
は
つ
ら
い
。
ウ
サ

ギ
の
毛
で
編
ん
だ
防
寒
具
、
帽
子
の
軍

服
を
着
て
も
体
の
芯
ま
で
凍
る
。
雪
は

降
っ
て
も
風
で
飛
ば
さ
れ
積
も
ら
な
い
。

そ
し
て
春
と
夏
が
一
度
に
来
る
、
9
月

に
は
霜
が
降
る
。
兵
隊
は
満
人
の
と
こ

ろ
に
は
行
け
な
い
、
厳
禁
だ
が
、
Ｔ
さ

ん
は
そ
の
農
業
を
観
察
し
て
い
た
。

１
か
月
の
歩
兵
教
育
、
衛
生
兵
と
し

て
孫
呉
の
病
院
で
教
育
５
か
月
、
ま
だ

患
者
の
い
な
い
孫
呉
の
病
院
で
除
隊
ま

で
の
２
か
年
を
す
ご
し
た
。

２
等
兵
か
ら
１
等
兵
、
上
等
兵
に
進

級
。
月
10
円
30
銭
を
も
ら
っ
た
。
14
年

３
月
現
地
除
隊
、
私
服
で
ハ
ル
ピ
ン
、
大

連
、
横
須
賀
へ
と
帰
っ
て
き
た
。

満
洲
・
北
安
鎮
の
ペ
チ
カ

兵
舎
。
立
つ
歩
哨
は
辛
い

逆
井
の
Ｔ
さ
ん
（95
）


